












































































































































































































































































































編) 『京都小学三十年史』(1902 京都市小学校創立三十年紀念会幹事) 『教育の歴史』






















































































































































































































イコンハコビ オマツリ ニハトリ ボク オヱカキ・・・」などがあり、そこには子ども
たちのいろいろな日常生活が書かれている。また「第六学年 荒井先生組」の作文にも、「犬 



































































































戦前には『最近の海外移住地』(拓務省 文部省 1931)、『新農村の建設 大陸へ分村大移
動』(朝日新聞 1939)など多くの海外移住の記録がある。しかし海外移住とは何だったのだ
ろうか。かつての故郷を離れて、なぜ外地に行くのだろうか。満洲の中国人も山東や山西を
離れて、日本人が権力を振り回していた満洲に、どうして来たのだろうか。日本人にとって
も中国人にとっても、故郷を離れることは簡単ではなかったはずである。そうした中で生ま
れた発想が、日本人で言えば、実はアジア主義、大東亜共栄圏ではなかったのだろうか。そ
こには大陸や満洲と自分の故郷がどこかでつながり、広がっている姿がある。
筆者の知人には、戦後の民主主義の時代に、戦前の軍関係の品物や軍事用品を売る商売を
している人がいる。その店では軍服や勲章、銃などの軍装品を売っている。この店は、それ
こそ保守反動、軍国主義に見える。だが日本国内での評価も高く、多くの人が買いに来る。
またアメリカや中国からも多くの注文が来る。そして現在でも、驚くほどに売れている。
その商店の社長が筆者に語った話がある。それは「日本人も、朝鮮人も、中国人も、みん
な中国人だ」ということであった。それは大陸の人と、列島の人との結びつきを意識する話
しである。もちろんこの社長を非難することも出来る。だが、多くの大陸の人たちがこの店
を訪ねてくるのは、批判するためではなかった。多くのものが買われて、そしてこの商店か
らも、大陸の関係者に数百万円もの品物を寄贈することもある。
この社長は、満洲から戻ってきた人のようである。おそらく大陸では多くの大陸の人たち
との交流があったと思われる。敗戦の後には、内外から戦前日本への激しい非難が渦巻いて
いたが、それを受けていながら敗戦直後にこの店を開く。そしてアジアに住む人は、すべて
「仲間」だという話をする。その意味で社長の故郷は、列島だけではなく、アジアでもある
のだろう。そうした感性が今でも、多くの人にあることを、大陸の歴史研究者は意識しなけ
ればならない。
さもないと、例えば現在の日本列島に住む多様な「外国人」の姿も見えない。また、住民
の上で権力を振り回す国家の姿も見えてこない。もちろんかつて満洲に住んだ日本人の姿
も見えない。
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最後に 
戦後の「新教育」研究には、多くのゆがみがある。それは戦後の民主主義の議論が作り出
したゆがみでもある。ただ先行研究を受け止めるだけで論文を書くのではなく、先行研究の
背景を見て、先行研究を越えることも目指さなければならない。さらに現在の列島の生活の
特殊性も見つめて考える必要がある。 
本論では、通常では使わない資料を使い、また聞き取りや帰国者の姿を見て、それを基盤
にして書いている。それは日本列島の歴史につながる戦前、戦後の大陸関係史を見つめるた
めである。いうならば、日本の国家の歴史でもなく、満洲国の歴史でもない、アジア大陸の
住民の歴史を見つめるための、準備書面と言ってもよいのかもしれない。 
 
 
